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高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 S 001 1 2000 

消費生活 製品の 凸 記号 表示 

guidelines for all people mcludinq elderly and peoole with disabilities —— 
marking tactile dots on consumer products 

序文 現在， 消費者 は， 電子 機器， 情報通信 機器， OA 機器， 燃焼 機器， 玩具， 衛生設備 機器， 健康 器具， 写真機 等 
において 電気 操作 スィ ツチ を もつ 様々 な 消費生活 製品に 囲まれて いる。 この 規格 は 主に 視覚 障害者が 消費生活 製品 を 
使用す る 際の， 使用 性 を 向上され るた めの 指針と して 作成され たもので ある。 规 格の 適用に 当たって は 製品の 種類 及 
びその 他の 条件に 応じて 適宜 選定して 適用すべき ものである。 また， 設備 用， 業務 用， 専門家 用な どの 特殊な 用途に 
使用す る 機械 器具 は 対象と していない。 

1. 適用 範囲 この 規格 は， 消費生活 用 製品 （以下， 製品と いう。） の 電気 操作 スィッチ を もつ 様々 な 消費生活 製品の 
操作 部 に 視覚 障害者 や 視力の 衰え がみ られる 高齢者 を はじめと す るすべ ての 使用 者の 操作 性 を 向上す る こと を 目的と 
して 付す 凸 記号 を 表示す る 場合の 指針に ついて 规定 する。 

2. 定義 この 規格で 用いる 主な 用語の 定義 は， 次に よる。 

a) 操作 使用者が 目的 を 達成す るた めに， 製品に 対して 行う 行為。 

b) 操作 性 使用者が 製品 を 間違いな く 使用す るた めの， 操作の 分り やす さ 及び 操作の しゃす さ。 

c) 操作 部 操作 要素の 集合体。 

d) 操作 部分 使用者が 製品 を 操作す るた めに 直接 力 を 加える 部分。 

e) 触覚 記号 凹凸な ど を 利用し， 機能 や 方向 性 を 表現す る 図 記号 及び 操作 部分 を 識別す るた めの 記号。 

f ) 凸 記号 操作の 手がかり として， 操作 部分の 識別に 用いる 凸点， 凸 バー。 凸 処理 をした 図 記号 （凸図 記号） と は 
区別して 定義す る。 

g) 凸点 凸状 丸い 点。 

h) 凸バ一 凸状の 横バ 一。 

i ) P 側 Positive の P。 増加 方向， 積極的 内容の 操作 及び 表示の 意味合いに 用いる。 

参考： P 側と は， 音量， チャンネル 等の 増加 方向 をい う。 反対語 は， N(Negative) 側。 
j) 標準 ポジション 機器に おいて 複数の 能力 や 機能の 中から 選択が 可能な 場合， 使用 上の 標準 を 示す 操作 部分。 

3， 凸 記号の 種類 凸 記号の 種類 は， "•" （凸 点と いう。） 及び" 一" （凸 バーと いう。） の 2 種類と する。 

4. 凸 記号 を 表示す る 操作 部分 

4.1 凸点を 表示す る 操作 部分 凸点を 表示す る 操作 部分 は， 次に よる。 

a ) 製品の 基本 機能 を 開始させる 操作 部分 基本 機能の スタート 及 び 終了 （停止） を 兼用して いる 操作 部分 も 含む。 

なお， 独立 配置した 電源 ボタン は， その 形状， 大きさ， 材質， 位置な どの 手段で 他の 操作 部分と 区別で きる 
ようにし， 凸 表示 を 省略す る。 
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b) 操作 部分の 識別 や 起点 を 示す 必要が ある 操作 部分 

1) 同形 状， 同 機能の 多数 並列 操作 部分の 場合の 表示 奇数 個の 場合： 中央の 操作 部分に 凸点を 表示す る。 （図 1 
(a), (!>) 参照） 

偶数 (n) 個の 場合： 左 (上) から 数えて n/2 番目の 操作 部分に 凸点を 表示す る。 （図 l(b)， （C) 参照） 

DDD0DDD ミ DDBDDD 



(a) (b) (c) 

図 1 同形 状， 同 機能の 多数 並列 操作 部分の 場合 

2) 標準 ポジション を もつ 切替 スィッチの 場合の 表示 標準 ポジションに 凸点を 表示す る。 （図 2 参照） 

〇 〇 〇 

遅い 標準 速い 

図 2 標準 ポジション を もつ 切替 スィッチの 場合 

c) 操作の 方向 性 を 示す 必要の ある 操作 部分 P 側に 凸点を 表示す る。 

なお， 類似の 形状の 対 となって いる 操作 部分が 複数 ある 場合に は， 使用 頻度の 高い 操作 部分の P 側 に だけ 凸点を 表 
示す る。 

4.2 凸 バー を 表示す る 操作 部分 製品の 基本 機能 を 終了させる 操作 部分に 特に 必要と する 場合に 表示す る。 ただし， 
入 切 スィッチ 兼用の ものに は， 表示し ない。 

なお， 凸バ一 の 使用 は 必要 最小限に 止め， 乱用し ない。 



5. 凸 記号の 表示 方法 製品に 凸 記号 を 表示す る 場合， 凸 記号の 表示 方法 は， 次に よる。 

a) 凸 記号の 位置 

1) 操作 部分 上に 凸 記号 を 表示す る 場合に は， 操作 部分 中央部 （ボタン， スィッチ 等 を 押した ときに 有効に 機能す 
る 箇所） に 表示す る。 ただし， 操作 部分 中央部に 表示で きない * 合 は， 操作 部分 上の 触 知し やすい 位置に 表示 

する。 

2) やむ を 得ず 操作 部分 周辺に 凸 記号 を 表示す る 場合 は， 対象の 操作 部分の 近くの 触 知し やすい 位置に 表示す る。 

b) 凸 記号の 寸法 及び 形状 凸 記号の 寸法 及び 形状 は， 次に よる。 

1) 凸 点の 標準 寸法 は，' 図 3 による 力、 小型の 機器の 場合 は， 凸 点の 最小 直径 を 0.8 mm， 最小 高さ を 0,3 mm とし 
て もよ い。 

単 ，iL mm 



1.5-2.0 




図 3 凸 点の 寸法 

2) 凸 バーの 標準 寸法 は， 図 4 による 力 《 ， 小型の 機器の 場合 は， 凸バ一 の 長さ （短 辺） を 0,8 mm, 最小 高さ を 
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0.3 mm としても よい。 

なお， 長さ （長辺） の 寸法 X は， 凸 バーの 長さ （短 辺） の 5 倍 以上が 望まし \ 



X 



単位 




図 4 凸 バーの 寸法 

凸 記号と 点字' 触覚 記号との 併用 操作 部分に， 凸 記号と 併用して 点字 及び 他の 触覚 記号 を 表示す る 場合 は， 凸 

記号の 表示 を 阻害 し ない 位置に 表示す る 。 
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JIS S 001 1 ： 2000 

高齢者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 
消費生活 製品の 凸 記号 表示 

解説 

この 解説 は， 本体に 規定した 事枘， 並びに これに 関連した 事柄 を 説明す る もので あり， 規格の 一部で はない。 
この 解説 は， 財団法人 日本規格協会が 編集' 発行す る もので あり， この 解説に 関する 問い合わせ は， 財団法人 日本 
規格 協会に ご 連 終く ださい。 

1. 制定の 趣旨 及び 経緯 

1.1 制定の 趣旨 現在， 我が国で は 急速な 高齢 化が 進展して おり， 介護 • 介助 を 必要と する 高齢者の 増加 は 今後 一 
層 深刻な 問題と なる。 

高敝 者の 問題点の 一つ は， 加齢な どに よる 心身 機能の 低下に よ り 日常生活 において 各種 生活 用品の 使用が 困難と な 
る ことで ある。 また， 障害者 も 健 常 者 を 想定して 設計され た 生活 用品 を 使用す る 際に 不便 さ を 感じて いる ことで ある。 

高齢者 • 障害者の 日常生活での 自立， さらに は 生活の 質 （Quality of life) を 高める ために は， 高齢者 • 障害者に 配慮し 
た 生活 用品の 提供が 必要で ある。 
このために は， 

a) 製品の 設計 開発 段階から 高 |& 者 '障害者の ニーズに 配慮した 設計が なされ， 製品が 提供され る こと 

b) 同居 家族と 共同で 使用す る ことが 多い 生活 用品 は， 高齢者' 障害者 だけでなく 健 常 者 も 使用し やすい 製品 （共用 
品） とする こと 

が 求められ ている。 

しかし， メーカー 各社の 製品 設計に おいて， 高齢者' 障害者の ニーズの 配慮 方法が 各社で 異なる と 一部の 使用者に 
混乱 を 与える 可能性が あるた め， 配慮 方法の 標準化が 求められ ている。 

].998 年に 日本 工業 標準 調查 会から 出された "高齢者 • 障害者に 配慮した 標準化 政策の 在り方に 関する 建議" に 基づ 
き， 電気 操作 スィ ツチ を もつ 消費生活 製品に おいて 高齢者 • 障害者 を 含めた すべての 使用者に 対し， 統一的な 表示 を 
実施し， かつ 使用者が 触って わか り やすい もので あ る ために 凸 記号 表示に 関する 配慮 指針が 必要で あ り ， この 規格 を 
制定す る こと となった。 

また， 国際的な 標準化の 動向と して は， 1998 年 チュニジアで 行われた ISO (国際 標準化 機構） の 第 20 回 COPOLCO (消 
費 者 政策 委員会) 総会に おいて， 日本から 設置 提案 を 行った "高 敝者' 障害者へ 特別な ニーズ" の ワーキンググループ 
(WG) が 設置され， 日本が 議長 国と なって 推進して いる ことがあ げられ る。 

1998 年 10 月から， 2000 年 2 月までに 5 回 開催され た ワーキンググループ (WG) において， 高齢者 • 障害者の 特別な 二 
ーズ "政策 宣言" 及び "ガイ ド （案）" の 作成 を 行った。 "政策 宣言" は 公布の 手続きが 進められ ている。 また "ガイ 
ド （案)" に関して は， ISO/TMB の 下に Ad hoc TAG (作業 委員会） に 審議の 場 を 移行して 引き続き 検討す る ことと なり， 
2001 年 3 月 の 完成 をめ ざし 作業が 進め られる ことにな つた。 

国際的な 立場で 高齢者' 障害者に 配慮した 標準化 を 積極的に 推進して いる 日本と して， この 設計 指針 を 含め， 必要 
性の 高い 領域での 標準化 を 世界に 先駆けて 実施し， 国際的な 場で 提案し， 世界に 貢献 をして いく 必要性 も ある。 
1.2 制定の 経緯 "高齢者' 障害者に 配慮した 標準化 政策の 在り方に 関する 建議" に 基づき， 配慮 製品の 標準化 調査 

解 1 
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S OOl 1 ： 2000 解説 

研究の ために， 1998 年 6 月， 財団法人 日本規格協会に "高齢者 • 障害者 配慮 生活 用品 標準化 調査 委員会" （委員長 西 
原 主計） を 構成し， 更に 関係者の 幅広い 意見 を 求める ために ワーキンググループ を 設置し， ニーズの 調査 を 実施し 
た。 更に 1999 年 7 月に は， 凸 記号 表示 及び 操作 性に 関する 配慮 指針 を 検討す るた めに "操作 部 ワーキンググループ" 
を 設置し， 2000 年 3 月までに 5 回の S 員 会 を 行い， JIS 原案 作成の 審議が 行われた。 

1.2.1 JIS 規格化の 考え方 家庭な どで 使われる 各種 機器の 操作 部分 は， 高齢者 や 障害者に とって 様々 な 使いに くさ 

を 残して いる。 また， 身体 的な 機能 低下 を 起こして いない 健 常 者に とっても， 高齢者 や 障害者 を 意識した 改善な どが 
操作 部 に 施される ことによってより 使いやすくなる ことが 考えられる。 

操作 部 ワーキンググループ では， 家電 製品， 情報通信 機器， 住宅 設備 機器， 事務機器， 衛生設備 機器， 玩具な どの 
各種 機器の 操作 部に 関し， 高齢者 及び 障害者の 不便 さや ニーズの 調査 を 行い， また 各 業界で 自主的に 進めて いる ガイ 
ドラ イン 化， 規格化な どの 活動 内容 を 参考と して， 操作 部に おける 凸 表示に 関する JIS 化 を 検討した。 
1.2.2 既存 JIS 規格 及び 団体 規格の 調査 財団法人 家電 製品 協会で は， 1994 年に "家電 製品の 操作 性向 上の ための ガ 
ィ ドラ イン" を まとめた。 この ガイ ドラ イン を もとにして， 19% 年に "JIS C 9102, 家電 製品の 操作 性に 関する 設 
計 指針" が 制定され た。 

その後， 家電 製品 協会で は， "家電 製品の バリア フリー 化の あり方 を 調査 研究す る 活動" を 19% 年度から 3 か 年 計画 
で 推進 し た。 初年 度に は， 400 人の 高齢者と 202 人の 視覚 障害者の 方々 に 家電 製品 （16 品 目 ） の 使用 実態に ついて 基礎的 
な 調査 を 実施した。 翌年の 1997 年度の 調査で は， 初年 度の 基礎 調査の 検証 も 兼ねた 深 掘 調査と して 家電 4 品目 （ビデオ， 
洗濯機， 電子レンジ， ラジカセ） に紋り グループインタビュー 形式で， 実際に 家電 製品 を 使用す る 際に 苦労して いる 
点， 改善 要望， 意見 並びに 視覚 障害者 力 《 工夫して 使用して いる 具体的な 事例 を 収集した。 また 家電 製品 メーカー 各社 
力 f 工夫した 配慮 製品に 実際に 触れても らい， 各 メーカーが 取り組む 改善の 方向の 正し さ を 検証した。 更に， 海外 先進 
国 （イギリス， スウェーデン， ドイツ， アメリカの 4 か 国） における 製品の バリア フリ一 化に 関する 調査な ども 踏まえ， 
1998 年度に， "高齢者' 障害者に も 使いやすい 家電 製品 開発 指針" を まとめた。 また， 同 協会で は， 1997 年度に "家電 
製品に おける 操作 性向 上の ための 凸 記号 表示に 関する ガイ ドラ イン （第 1 版）" を まとめ， 関連 工業 会で 検討 を 行った。 

操作 部 ワーキング グループ では， 財団法人 家電 製品 協会が 作成した "高齢者 • 障害者に も 使いやすい 家電 製品の 開 
発 指針 (1999 年 3 月）"， "家電 製品に おける 操作 性向 上の ための 凸 記号 表示に 関する ガイ ドラ イン （第 1 版） （1998 年 9 月）" 
及び J:[S C 9102 を 参考と して， 消費生活 製品の 操作 性向 上 を 目的と した JIS 規格化の 検討 を 行った。 
1.2.3 JIS 規格の 部門 家電 業界 だけでなく， あらゆる 消費生活 製品の 中で 操作 部 を 有する 機器 を 適用 対象と して， 
操作 性向 上に 関する 要求 事項 を 高齢者 • 障害者 を 含む すべての 人に 対して 配慮すべき 指針に つ V て 規定す る こと と し 
た。 したがって， JIS の 部門 は， すべての 消費生活 製品 を 対象と している ので" S (日用品）" とした。 
1.2.4 原案 作成と 関係 団体への 書面 審議 JIS 规 格の 原案と して， 操作 部に 凸 記号 表示 を 行う 場合の 指針と して" 高 
齢 者 • 障害者 配慮 設計 指針 一 消費生活 製品の 凸 記号 表示" を， 操作 部 全般に 対する 配慮 事項 を "高齢者 • 障害者 配慮 
設計 指針 一消費生活 製品の 操作 性" に まとめた。 この 二つの JIS 原案 を 操作 部 ワーキングで 検討し， さらに その 結果 
を 高 «^ 者 • 障害者 配慮 製品 標準化 調査 委員会で 審議した。 また， 関係す る 団体に 書面に て JIS 原案の 審議 を 依頼し， 

各団体からの 意見 も 踏まえて 最終 原案と した。 書面 審議 を 依頼した 団体 は 次のと おりで ある。 （順 不同） 
社団法人 日本 住宅 設備 システム 協会 社団法人 日本 事務 機械工業 会 日本 写真機 工業 会 
日本 健康 福祉 用具 工業 会 財団法人 家電 製品 協会 通信 機械工業 会 社団法人 ョ本 冷凍 空調 工業 会 
社団法人 日本 電機 工業 会 社団法人 日本 電子 機械工業 会 社団法人 日本 電子 工業 振興 協会 
社団法人 日本 玩具 協会 社団法人 日本 スポーツ 用品 工業 会 社団法人 日本 ガス 石油 機器 工業 会 

原案 は， 平成 12 年 7 月 15 日に 開催され た 日本 工業 標準 調査 会 消費生活 部会 (部会 長 小 見 山 ニ郎） の 審議 を 経て 平 
成 12 年 11 月に 制定され た。 



2. » 議中 特に 問題と なった 事項 



解 2 



S OOl 1 ： 2000 解説 



2.1 JIS 規格の 対象 操作 部 を 有する 消費生活 用 製品に は， 家庭の 中に 設置され ている もの 以外に， 自動 販壳 機， 
券売機， ATM 機 などの ように 外出 先 な ど で 操作す る もの も 含まれる ので はない かとい う 意見が あった。 外部に 設置 
して ある このよ う な 機器に 対する 不便 さ， 改善に ついての 意見 も 出た が， 今回の 検討で は 対象 商品 を 家庭に ある 消費 
生活 用 製品に 絞った。 

2.2 規格の 適用 各団体から 提案され た 意見の 中には， その 機器 特有の 事項 も 含まれて おり， すべての 機器に 関す 
る 項目 を 網羅す ると 膨大な ものと なり， 事実上 無理で ある。 したがって， 序文に "規格の 適用に 当たって は 製品の 種 
類 及び その他の 条件に 応じて 適宜 選定して 適用すべき ものである" こと を 明記した。 また， "設備 用， 業務 用， 専門 
家 用な どの 特殊な 用途に 使用す る 機械 器具 は 対象と していない" こと も 明記した。 

3. 適用 範囲 "電気 操作 スィッチ を もつ 様々 な 消費生活 製品" の 操作 性 を 向上す る こと を 目的と して 凸 記号 表示 を 
行う 場合 を 対象と している。 製品の 操作 性 は， 製品の 機能， 性能， 安全性な ど 多くの 製品 特性と 関係が あるが， この 
規格で は 操作 性の 向上 だけ を 対象と している。 例えば， 安全性に ついては 各 製品 ごとの 安全 基準が 優先され るた め， 
この 規格で は 安全性に 直接 関連す る 事項に ついては 触れて いない。 なお， 具体的な 機器の 例と して は， 次の ような も 
のが ある。 

家電 製品 （ラジカセ， ラジオ， テレビ， ビデオ， エアコン， 電子レンジ， ジャー ポット， 加湿器， 洗濯機， 乾燥機 
など） 

情報通信 機器 (電話， - 携带 電話， ファクシミリな ど） 
OA 機器 (電卓， パソコン， コピー 機な ど） 
燃焼 機器 (石油 ファン ヒーター など） 
玩具 

受託 設備 機器 (給湯器， 暧房 • 冷房 機器， 換気 ユニット， 温水 洗浄 便座， 住宅 情報 システム など） 
健康 福祉 用具 (介護 用 電動べ ッ ド など） 
写真機 （フィルム カメラ， デジタル カメラ） 

4. 規定 要素の 規定 項目の 内容 

4.1 定義 （本体の 2.) "操作 部" と "操作 部分" の 具体的な 定義に ついては， JIS S 0012 の 3. 定義の 項に 記載され 
ている。 

"触覚 記号" と は， 主に 視覚 障害 を もつ 利用者の 利便 性 を 考慮し， 凹凸な ど を 利用し 機能 や 方向 性 を 表現す る 点字 
以外の 図 記号 及び 操作 部分 を 識別す るた めの 記号 を 指して いる。 また， この 規格で 取り扱つ ている "凸 記号" と は 
"凸 点" 及び" 凸 バー" を 指して おり， 凸 処理 をした 図 記号と は 区別して いる。 

"P 側" は 増加 方向 を 示す が， 機器の 中には， たとえば 冷房 機器の ように 温度 を 下げる 方向の もの も ある。 
4.2 凸 記号の 種類 "凸 バ一" の 記号の 向き は "一" なのか " I " かとい う 意見が あった 力 《 ， バー は 一般的に 横棒 
であり， "一" と している。 
4.3 凸 記号 を 表示す る 操作 部分 (本体の 4.) 

4.3.1 凸点を 表示す る 操作 部分 製品の "基本 機能" と は， その 製品の 本質的 かつ 主要な 機能 を 指して いる。 家電 

製品の 基本 機能の 例 を 表 1 に 示す。 

独立した 電源 ボタン は 重要な 操作 部分な ので， その 形状， 大きさ， 材質， 位置な どの 本来 的な 手段で 他の 操作 部分 
と 区別す る こと が 必要 である。 た だ し ， 電源 ボ タ ン が 基本 機能 を スタートさせる 操作 部分 を 兼用して いる 場合に は凸 
点 表示の 対象と した。 

基本 機能の スタート 及び 終了 （停止） を 兼用して いる 操作 部分への 表示 例 を 解説 図 1 に 示す。 
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スタート ボタンの 例 スタート/終了 兼用 ボタンの 例 




解説 図 1 基本 機能の スタート/停止 ボタンの 例 

家電 製 品 の 中 で凸 点 を 統一的 に 表示す る 操作 部分の 例 を 解説 表 1 に 示す。 

解説 表 1 凸点を 統一的に 表示す る 操作 部分の 例 



_U_L み寸 J.«lfe CLP / / Li /nl \ 

対象 機お 表 例） 


A 本 機 H きを スター ト させる のに 必要な 作 部分 ※ェ 


テレビ 


(電源) ※丘 


ビデオ 


再生 


据置 オーディオ 


再生 


CD ラジカセ 


再生 


ラジオ 


/ CTS 、は- \ 、》ノ r- 

(電源) ※り 


ァレコ 


再生 


へ ッ ド ホ ン 




お 占 1^ 


通話 


ファックス 


スター ト 


全^動 ノ尤 灌 機 


ス ター ト 


IH 調理 器 


加熱 開始 


'炊飯器 


炊 飯 


電子 レン ジ /オーブン レ ン ジ 


あたため， スタート ※ら 


温水 洗浄 便座 


おしり 洗净 


エアコン 


運転 入 


扇醒 


運転 入 


電気 ファン ヒ-- ター 


運転 入 


掃除機 


連 転入 


ンャ 一 ホット 


出湯 


食器 洗い 乾燥機 


'スタート . 


衣類 乾燥機 


スター ト 



備考※ 1. 表 中の 操作 部分の 名称 は， 一例 を 示す。 

米2. 表 以外の 機器に 凸点を 表示す る 場合 は, 表 中の 機器に 準じて 表示す 
る こと とする。 

效3, 複数の 同じ 基本 機能 を もつ 場合 は， 使用者の 理解の しゃす さ • 利便 
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性な ど を 考慮 し， 最も 代表的な 操作 部分 を 選ん で 表示す る 。 
例 扇 JiMS の 運転 入 を 兼ねた 複数の 風 量 切換 ボタン 
※屯 複数の 異なる 基本 機能 を もつ 場合 は， それぞれの 基本 機能 を スター 
ト させる 操作 部分に 表示す る。 

例 据置ォ 一ディ ォ における テーフ a， CD, MD などの 複数の 再生 ボ 
タン 

祭5. テレビ 及び ラジオの" 電源" は， 電源 ボタンが 基本 機能 を スタート 

させる 操作 部分 を 兼用して いる 場合と する。 
※ら. 電子レンジ/オーブン レンジの" あたため" は オートメ ニュー 方式 
の 場合， "スタート" は オートメ ニュー 方式で ない 場合と する。 
また， 同様に 家電 製品な どで 基本 機能 を スター ト させる 操作 部分 以外に 凸点を 表示す る こと を 特に 推奨す る 操作 部 
分 を 解説 表 2 に 示す。 

解説 表 2 凸点を 表示す る こと を 特に 推奨す る 操作 部分の 例 



対象 機器 ※ェ 
(代表例） 


操作 部の 識別 や 起 
点 を 示す 必要の あ 
る 操作 部分 


操作の 方向 性 を 示 
す 必要の ある 操作 
部分 


視覚 障害者 に 特 に 有効 な 操作 部 

分 厂 


テレビ 


テン キ一 の 5 ※ら 


チャンネル ※之 


二重 音声 


ビデオ 


テンキーの 5 ※ら 


チャン ネ ノレ ※2 


一 i 曰 尸 


据置 オーディ ォ 


テンキーの 5 ※ら 


選局 （ボタン 式） 


二重 音声， マイク ジャック 》3 


CD ラジカセ 


テンキーの 5 ※三 


選局 （ボタン 式） 


二重 音声， マイク ジャック 效3 


ラジオ 




選局 （ボタン 式） 


二重 音声 


テレコ 






マイク ジャック ％3 


へッ ド ホン 






L 側 ※ゆ 


電話機 


テンキーの 5 ※ら 






ファックス 


テン キ一 の 5 ※ら 







備考※ 1. 表 以外の 機器に 凸点を 表示す る 場合 は， 表 中の 機器に 準じて 表示す る こと を 推奨す る。 



米 2. チャン ネ ルポ タンと 音量 ボタン が 類似の 形状で 対 となって いる 場合に は， 操作 手順 を 

考慮して， チャンネル ボタンの P 側に 凸点を 表示す る。 
《3. マイク ジャックと イヤホン ジャック は 操作 部分で はない 力、'， 近傍に 位置して いる 場合 

に は， マイク ジャック 側に 凸点を 表示して， 録音 ミス 防止の ための 有効な 手がかり ど 

する。 

※斗. へッ ド ホンの "L 側" は 操作 部分で はない が， 手がかり として 有効な 要素で あるた め， 
掲載した。 

※三， ここでい う "テンキー" と は， 公衆電話 機の テンキーと 同様の レイアウトの 場合と す 
る。 

4.3.2 凸 バー を 表示す る 操作 部分 "基本 機能 を 終了させる 操作 部分に 特に 必要と する 場合に 表示す る" ことと し 
基本的に は 凸バ一 の 使用 は 必要 最小限に 止め" 乱用し ない" こと を 明記した。 
4.4 凸 記号の 表示 方法 （本体の 5.) 
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4.4.1 凸 記号の 寸法 及び 形状 凸 記号の 寸法 は， 財団法人 家電 製品 協会 作成に よる "家電 製品に おける 操作 性向 上 

のた めの 凸 記号 表示に 関する ガイ ドラ イン （第 1 版）" に 示された 目安 値 及び 実際に 市販され ている 玩具に 使われて い 
る 製品の 寸法 を もとに 幅 を もたせた 数値 を 推奨 寸法と した。 また， カメラの ような 小型の 機器の 場合， この 推奨 寸法 
では 大きす ぎて 操作 性 を 悪化させる おそれ も あるた め， 既存 機器で 使用され 触覚に よる 識別が 可能な 高さ， 直径， 長 
さ を それぞれ 規定した。 

2000 年 3 月に は， 財団法人 家電 製品 協会が 視覚 障害者 及び 高齢者 も 含めた 合計 22 4 名で モニタ一 テス ト を 行い， その 
結果 を "『凸 記号 モニター 調査』 報告書" に まとめて おり， ガイ ドラ インに おける 目安 値の 検証が なされて いる。 解 
説 表 3 に これらの 数値 を まとめた。 



解説 表 3 凸点， 凸バ一 の 寸法 単位 mm 





家電 製品に おける 操作 
性向 上の ための 凸 記号 
表示に 関する ガイ ドラ 
イン （第 1 版） 


家電 製品 協会 
『凸 記号 モニター 
調査』 報告書 


曰 本 玩具 協会 
推奨 値 


JIS 规格 


凸点 


直径 


1.5 ( 最小 1.2) 


1.2〜2.0 




1.5〜2.0 
(小型 機器 は 最小 0.8) 


冋 e 


0.5 ( 最小 0.3) 


0.5〜0.7 




(小型 機器 は 0.3) 


凸 バー 


幅 
長さ 


幅 （短 辺） ： 1.5 (最小 
1.2) 

長さ ： 一 


幅 (短 辺） ： 1.5 
長さ ： 5.0〜7.0 




幅 （短 辺） ： 1.5〜2.0 
(小型 機器 は 短 辺 0.8) 
長さ （長辺） ： 短 辺 X5 


问 さ 


0.5 ( 最小 0.3) 


0.5 




0.5〜0.8 
(小型 機器 は 0. 3 ) 



家電 製品 協会の 調査結果 では， 凸 記号の 材質， ユーザ一 特性な どに よ つ て 推奨 値が 異なる こ と が 明 ら かにな つてお 
り， 実際の 製品に 凸 記号 を 使用す る 場合に は 留意す る 必要が あると している。 

a) 材質に よる 認識 性の 差異 ABS のよ う な 硬い 材質の ものと ゴムの よう な 柔らかい 材質で は 認識 性が かな り 異な 
る。 比較的小 さい （例. 直径 1.0 mm， 高さ 0.5 mm) ゴム 材質の 凸点 は， 認識 性が よくない。 一方 ABS では 出っ張 
りすぎ と 評価され る凸点 (例. 直径 2.0 mm, 高さ 0.7 mm) も ゴム 材質で はちょう どよ いという 評価が 多数 を 占め 
る。 また， ポリエステル フィルム を エンボス 加工して 成形した もの は， 高さの 高い 凸点 （例. 0.5^0.7 mm) では 
フィ ルムが 薄く なって 破れ やすく なったり， 引つ かかる よ う な 感じで 手触りが 悪く なるとい う 問題が ある。 

b) 視覚 障害者 • 高齢者からの 要望 若' 壮年 者と 比べ 視覚 障害者 や 高齢者 は 出っ張りの 大きい 凸 記号 を 求める 傾向 
が 強い。 視覚 障害者 は， 指先の 感覚が 優れてお り， 凸 記号の 認識 能力 は 高い にもかかわらずより 明確な 凸点を 
求める 傾向が ある。 一方， 高 齡者は 指先 感覚が 低下して いるた め， はっきりと 分かりやすい 凸点 でない と 十分 
に 認識で きない。 

C ) 凸 点の 断面 形状に よ る 認識 性の 違い 断面の 形状が 半円 型で あ つても 底が 平た い なべ 底 型で あ つても 認識 性 は 

ほぼ 同等で あり 差異 は みられない。 
d) 凸 バーの 長さと 認識 性 凸バ一 の 長さ は 長くな りすぎ ると 認識し にくくなる 力、'， ボタン サイズに も 関係す る。 

(文責 万代 善久） 
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高齢者 • 障害者 配慮 生活 用品 標準化 委員会 構成 表 

氏名 所属 



西 


原 


チ 


計 


神奈川 ェ禾斗 大学 システムデザイン 工学科 


问 


橋 


秀 


郎 


財 団 法人 家電 製 品 協会 消 費 者 部 （シ ヤー プ 株式会社 商品 信頼性 本咅 


佐々 木 


春 


夫 


社団法人 日 本 包装 技術 協会 


加 


藤 


久 


明 


曰 本 デザイン 学会 


小 


宮 


敏 


夫 


株式会社 レナ ゥンァ パレ ル 科学 研究所 


大 


澤 




宏 


株式会社 リーガル コーポ レー ショ ン （株式会社 日 本 靴 科学 研究所） 


中 


田 






社団法人 日本 玩具 協会 


JfflL 


崎 




透 


日 本 電気 株式会社 第一 C&C シ ス テ ム 事業本部 市場 開発部 


星 


川 


安 


之 


財団法人 共用 品 推進機 構 


伊 


藤 


文 




財団法人 日 本 消费者 協会 商品 テス ト 室 


篠 


崎 




漏 


社団法人 日 本 社会福祉 士会 


江 


木 


和 


子 


消費者団体 新 宿 区 消 団連ァ ク ティー 


万 


代 




久 


株式会社 日 本能 率 協会 総合 研究所 


丹 




敬 




日 本 生活協同組合 連合会 開発 企画 部 


伊 


東 


依久子 


消費 科学 連合会 


星 




珠 


枝 


社団法人 日本 消費生活 ァ ドバイ ザ ーコン サルタン ト 協会 


井 


尻 


時 


雄 


社団法人 日 本 衛生 材料 工業 連合会 




場 




諭 


家庭 用 ラ ッ プ 技術 連 1 各 会 


堀 


木 


敏 


光 


財団法人 家電 製品 協会 消費者 部 


中 
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★ 内容に ついての お 問合せ は， 技術 部 規格 開鍾 課へ FAX ： 03 一 3405 ― 5541 で ご; | 格 ください。 

责 JIS 規格 票の 正 K 票が 発行 された 場合 は， f の 妥 m で ご 案内いた します。 

(1) 当 協会 発行の 月刊 S£ "標準化 ジャ一 ナル" に， 正 ' ^の 内容 を 載いた します。 

(2) 毎月 第 3 火 Btt ョに， "日 g 産乘新 ST 及び" B 刊 ェ荣靳 ST の JIS 発行の 広告欄で， 正模梨 
が 発行され た JIS 規格 番号 及び 規格の 名称 をお 知らせい たします。 

なお， 当 bs 会の JIS 予約者の 方に は， 予約され ている ffln で 正 R 票が 発行され た 場合に は 自動 
的に お送りい たします * 

★ JIS 規格 票の ご注文 及 び 正接 票 を ご 希望の 方 f ま， 普及 事業 88 普及 案 (FAX ； 03 一 3583 一 0462) 
又は 下 K の 当 la 会 各 支 被へ FAX でお 蒙い レヶ たします。 
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